
ゴ
ー

ル
に

向
か

っ
て

～
 勇

往
邁

進
 ～

　
５

月
2
3
日

、
乙

部
中

学
校

の
体

育
祭

が
開

催
さ

れ
ま

し
た

。
　

さ
わ

や
か

な
青

空
の

も
と

全
校

生
徒

９
９

人
は

、
様

々
な

種
目

や
係

活
動

に
取

り
組

む
姿

を
披

露
し

、
保

護
者

や
地

域
の

皆
さ

ん
は

、
大

い
に

盛
り

上
が

り
ま

し
た

。
　

生
徒

と
先

生
た

ち
の

団
結

力
が

増
し

た
一

日
と

な
り

ま
し

た
。

平
成
27年
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木
々
の
若
葉
も
一
段
と
爽

や
か
に
感
じ
ら
れ
る
季
節
と

な
り
ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ

ま
に
は
、
益
々
ご
清
栄
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

さ
て
、
四
月
二
十
六
日
に

執
行
さ
れ
ま
し
た
任
期
満
了

に
伴
う
町
長
選
挙
に
際
し
、

皆
さ
ま
の
暖
か
い
ご
支
援
、

ご
支
持
を
受
け
、
無
投
票
当

選
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
九

期
目
の
町
政
の
重
責
を
担
わ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

昭
和
五
十
八
年
以
来
、
常

に
将
来
を
見
据
え
た
中
で
町

民
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
、

「
豊
か
で
住
み
良
い
町
づ
く

り
」
を
め
ざ
し
て
、
町
政
の

推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
町
議
会
並
び
に

町
民
の
皆
さ
ま
、
さ
ら
に
は

国
及
び
道
等
関
係
機
関
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
心
か

ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

先
の
衆
議
院
議
員
選
挙
を

受
け
て
誕
生
し
た
第
三
次
安

倍
内
閣
は
、
地
方
へ
の
好
循

環
拡
大
に
向
け
た
緊
急
経
済

対
策
と
し
て
三
兆
五
千
億
円

の
補
正
予
算
を
計
上
し
ま
し

た
。

　

更
に
、「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
法
」
が
制
定
さ

れ
、
地
方
創
生
を
重
要
課
題

に
位
置
づ
け
、
国
と
地
方
が

総
力
を
挙
げ
て
人
口
減
少
社

会
の
克
服
と
地
域
の
活
性
化

に
向
け
た
方
策
を
講
じ
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
地
方

創
生
を
起
爆
剤
と
し
て
乙
部

町
の
将
来
は
自
ら
決
定
す
る

と
の
意
思
で
、
子
育
て
支
援

や
地
域
活
性
化
な
ど
に
向
け

て
創
意
工
夫
し
、
全
力
で
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

昭
和
四
十
年
十
月
一
日
の

町
政
施
行
以
来
、
小
さ
い
な

が
ら
も
ま
と
ま
り
の
あ
る
町

と
し
て
発
展
し
、
本
年
は
五

十
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目

を
皆
様
と
と
も
に
迎
え
る
こ

と
に
な
り
、
こ
れ
も
ひ
と
え

に
町
民
の
皆
様
並
び
に
諸
先

輩
各
位
の
ご
努
力
の
賜
物
と

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

乙
部
町
を
取
り
巻
く
社

会
・
経
済
状
況
が
大
き
く
変

化
す
る
中
、
様
々
な
困
難
も

予
想
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
ま

で
幾
多
の
困
難
を
克
服
し
て

ま
い
り
ま
し
た
町
と
し
て
の

自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
、
町

民
皆
様
と
と
も
に
地
元
産
業

の
振
興
、
若
者
の
雇
用
の
場

の
創
出
、
そ
し
て
住
民
福
祉

の
向
上
に
努
力
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

誇
り
の
も
て
る
郷
土
の
更

な
る
発
展
の
た
め
、
全
力
を

傾
注
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
の

よ
り
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
就
任
に
あ
た
っ
て
の
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

　

任
期
満
了
に
よ
る
乙
部
町

長
、
乙
部
町
議
会
議
員
の
選

挙
後
は
じ
め
て
の
臨
時
町
議

会
（
第
三
回
）
が
五
月
八
日

に
招
集
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
議
会
で
は
正
副
議

長
の
選
挙
、
各
常
任
委
員
や

檜
山
広
域
行
政
組
合
及
び
南

部
桧
山
衛
生
処
理
組
合
の
議

会
議
員
等
を
決
め
ま
し
た
。

　

新
し
い
乙
部
町
議
会
の
構

成
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

議　
　

長　

大
坂　

裕
康

　

副
議
長　

林　
　

義
秀

◆
総
務
民
教
常
任
委
員
会

　

委
員
長　

明
石　

修
二

　

副
委
員
長　

寺
島　
　

努

　

委　
　

員　

田
中　

義
人

　

〃
　

林　
　

義
秀

議会構成
決まる

町長就任あいさつ
乙部町長

寺　島　光一郎
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日
々
に
新
緑
の
色
を
増
す

今
日
こ
の
頃
、
町
民
の
皆
様

に
は
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
四
月
二
十
六
日
執

行
の
町
議
会
議
員
選
挙
に
際

し
ま
し
て
は
、
町
民
の
皆
さ

ま
よ
り
心
か
ら
の
ご
支
援
、

ご
支
持
を
受
け
無
投
票
当
選

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

身
に
余
る
光
栄
と
と
も

に
、
そ
の
職
責
の
重
さ
を
痛

感
し
、
緊
張
感
と
使
命
感
で

一
段
と
身
が
引
き
締
ま
る
思

い
で
あ
り
ま
す
。

　

乙
部
町
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
国
内
外
の
政
治
・
経
済

情
勢
が
激
変
す
る
状
況
と
、

町
の
厳
し
い
財
源
体
質
の
背

景
の
も
と
、
産
業
問
題
、
人

口
減
少
対
策
、
福
祉
教
育

等
々
の
多
く
の
課
題
に
直
面

を
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
、
山
積
す
る
諸
課
題
に

取
り
組
む
た
め
に
も
、
円
滑

な
議
会
運
営
、
議
会
活
動
の

充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
今

日
、
地
方
分
権
の
推
進
に
よ

り
、
自
治
体
の
自
己
決
定
権

の
拡
充
を
進
め
、
地
域
自
ら

が
選
択
決
定
し
な
が
ら
、
主

体
性
と
責
任
に
基
づ
く
自
立

し
た
地
域
づ
く
り
が
ま
す
ま

す
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
議
会
の
責
務
も
よ
り
一

層
重
要
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
役
割
を

十
分
果
た
し
な
が
ら
、
寺
島

町
政
と
議
会
が
一
枚
岩
と
な

り
、
明
る
く
元
気
で
豊
か
な

ま
ち
「
乙
部
」
を
標
榜
し
、

乙
部
町
の
発
展
と
豊
か
さ
の

確
保
の
た
め
に
努
力
す
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
町
民
の
皆
様

を
は
じ
め
、
議
員
各
位
の
ご

支
援
・
ご
指
導
を
賜
り
ま
す

よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
ま
し
て
、
就
任
の
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

◆
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

委 

員 

長　

工
藤　

智
司

　

副
委
員
長　

安
岡　

美
穂

　

委　
　

員　

伊
藤　

鉃
吉

　

〃
　

米
坂　

貞
男

　

〃
　

阿
部　
　

一

◆
議
会
運
営
委
員
会

　

委 

員 

長　

伊
藤　

鉃
吉

　

副
委
員
長　

安
岡　

美
穂

　

委　
　

員　

工
藤　

智
司

　

〃
　

阿
部　
　

一

　

〃
　

明
石　

修
二

◆�

檜
山
広
域
行
政
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　

工
藤　

智
司

　
　
　
　
　
　

米
坂　

貞
男

◆�

南
部
檜
山
衛
生
処
理
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　

安
岡　

美
穂

◆
議
会
選
出
監
査
委
員

　
　
　
　
　
　

寺
島　
　

努

議長就任あいさつ
乙部町議会議長

大　坂　裕　康

　

五
月
二
十
六
日
に
開
催
さ
れ

た
、
第
四
回
臨
時
町
議
会
で
、

任
期
満
了
に
伴
う
副
町
長
選
任

の
議
案
が
提
案
さ
れ
、
萬
木
英

雄
氏
（
六
十
八
歳
）
が
選
任
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

　

萬
木
氏
は
平
成
三
年
以
降
、

六
期
助
役
・
副
町
長
を
務
め
今

期
で
七
期
目
。

　

六
月
二
日
付
け
で
任
命
さ
れ

ま
す
。

副
町
長
に

萬
木
英
雄
氏
選
任
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　任期満了に伴う乙部町長・乙部町議会議員選挙が
4 月 20 日に告示され、立候補の届出を午後 5 時で
締め切った結果、町長１名、町議現職 8 名、新人 2
名で定数を超えず、無投票当選が決まりました。町
選挙管理委員会では 26 日に選挙会を開催し当選人
を決定。27 日に伊藤委員長から各当選人に当選証
書が手渡されました。

大坂　裕康 氏
（栄浜・６４歳）

林　義秀 氏
（姫川・７２歳）

明石　修二 氏
（豊浜・６６歳）

田中　義人 氏
（滝瀬・５７歳）

工藤　智司 氏
（緑町・５４歳）

安岡　美穂 氏
（栄浜・６５歳）

寺島　光一郎 氏
（元町・７１歳）

阿部　一 氏
（元町・７３歳）

寺島　努 氏
（元町・４９歳）

米坂　貞男 氏
（旭岱・６２歳）

伊藤　鉃吉 氏
（花磯・６７歳）

乙　部　町　長
乙部町議会議員 選挙結果

町
議
会
議
員

町

長

（
無
投
票
当
選
）

（
無
投
票
当
選
）
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春
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
が
五

月
十
日
町
内
全
域
で
行
わ

れ
、
早
朝
か
ら
約
七
百
四
十

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ク
リ
ー
ン
作
戦
は
、
清
潔

で
潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
、
毎
年
春
と
秋

の
二
回
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
、
各
自
治
会
町
内
会
や
各

種
団
体
を
中
心
に
積
極
的
に

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

例
年
多
く
の
方
が
参
加
す

る
、町
を
あ
げ
て
の
行
事
で
、

道
路
の
路
肩
や
海
岸
近
く
に

捨
て
ら
れ
た
ゴ
ミ
を
地
域
の

人
た
ち
で
協
力
し
て
拾
い
集

め
ま
し
た
。

　

今
回
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
で

は
、
千
九
百
七
十
キ
ロ
グ
ラ

ム
も
の
ゴ
ミ
が
拾
い
集
め
ら

れ
、
家
庭
か
ら
出
た
粗
大
ゴ

ミ
は
約
六
千
百
キ
ロ
グ
ラ
ム

集
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ポ
イ
捨
て
は
、
小
さ
な
ゴ

ミ
や
空
き
缶
な
ど
で
も
不
法

投
棄
と
変
わ
り
あ
り
ま
せ

ん
。
き
れ
い
な
景
観
や
街
並

み
を
守
る
た
め
に
も
、
一
人

ひ
と
り
が
意
識
す
る
こ
と
で

改
善
さ
れ
ま
す
。

町内各地でクリーン作戦

　乙部町町制施行 50 周年を記念して NHK 函館放送局の「民謡をたずねて」の公開録音を実施します。
　この番組は日本を代表する民謡歌手が、地元をはじめ日本全国各地の民謡の魅力をたっぷりとご紹介し
ます。観覧ご希望の方は下記の要領でお申し込みください。

１．主 催　乙部町、NHK函館放送局
２．日 時　平成27年７月12日（日）　 開場/午後１時 開演/午後1時30分 終演予定/午後3時30分
３．会 場　乙部町民会館（乙部町字館浦４－１）
４．出 演　《　唄　》鎌田英一、武花千草、佐々木理恵、日和義貴、福本えみ、高橋律圭
　　　　　 《三味線》西 英輔、上原潤之助　 《津軽三味線》三山貢正 《尺八・笛》米谷威正
　　　　　 《鳴　物》美鵬駒三朗、美鵬直三朗　 《はやし詞》新津幸子、新津美恵子
５．観覧申込
　　入場は無料ですが入場整理券（１枚で２人まで入場可）が必要です。
　　入場をご希望の方は郵便往復はがきに次の事項を記入してお申込ください。
　　　《往信用裏面》①郵便番号、②住所、③名前、④電話番号、⑤希望人数(２人まで)
　　　《返信用裏面》①郵便番号、②住所、③名前
　　※応募多数の場合は、抽選のうえ返信用はがきで結果をご連絡します。
　　※小学校就学前のお子様の入場はご遠慮ください。
　　※インターネットオークション等での転売を目的としたお申込は固くお断りします。
　　【しめきり】平成２７年６月２２日（月）必着
　　【あ て 先】〒040-8680　NHK函館放送局「民謡をたずねて」係　※住所不要
６．放送予定　平成２７年８月２９日（土）、９月５日（土）、９月１２日（土）
　　　　　　　午後０時３０分～０時５５分＜ラジオ第１・FM／全国放送・国際放送＞
７．ご 案 内　２４時間音声テープ案内　0138-23-6690
　　　　　　　NHK函館放送局ホームページ　http://www.nhk.or.jp/hakodate/

乙部町町制施行50周年記念

NHK「民謡をたずねて」
公開録音が実施されます

※ ご応募の際にいただいた情報は、抽選結果のご
連絡のほか、番組やイベントのご案内、受信料
のお願いに使用させていていただくことがあり
ます。

◆記事掲載に関するお問い合わせ
　NHK函館放送局　担当／田畑　電話0138-27-0111
　（平日／午前９時３０～午後６時）
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千
岱
野
地
区
で
五
月
三
日
、
獣

魂
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は

天
気
に
も
恵
ま
れ
心
地
よ
い
風
が

吹
く
中
、
地
域
の
農
業
者
ら
が
、

現
代
農
業
の
基
礎
を
培
っ
た
家
畜

に
感
謝
の
思
い
を
伝
え
ま
し
た
。

　

獣
魂
祭
は
、
千
岱
野
地
区
で
開

墾
が
始
ま
っ
た
頃
に
活
躍
し
た
、

農
耕
馬
や
乳
牛
な
ど
の
家
畜
に
対

し
て
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
毎

年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
千
岱

野
地
区
で
は
古
く
か
ら
伝
わ
る
恒

　

乙
部
町
の
基
幹
作
物
と
な
っ
て

い
る
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
定
植
作
業

が
四
月
二
十
日
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。

　

農
業
経
営
の
安
定
化
を
図
る
た

め
に
農
業
再
生
プ
ラ
ン
を
策
定

し
、
輪
作
体
系
の
確
立
や
契
約
栽

培
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

六
月
下
旬
か
ら
収
穫
が
始
ま

り
、
十
月
末
頃
ま
で
主
に
東
京
都

の
成
果
物
専
門
商
社
に
出
荷
さ

れ
、
首
都
圏
の
ス
ー
パ
ー
を
中
心

に
販
売
さ
れ
ま
す
。

　

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
契
約
栽
培
は

平
成
十
七
年
度
か
ら
始
ま
り
、
平

成
二
十
六
年
度
の
販
売
額
で
は
、

初
め
て
一
億
円
を
超
え
ま
し
た
。

　

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
成
長
に
と
っ

て
一
番
の
大
敵
は
〝
雨
〟
で
、
栽

　

乙
部
町
集
落
支
援
事
業
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
鳥
山
ゆ
り
の
里
活
性

化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
て
い
る
野

菜
市
が
五
月
二
十
三
日
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。

　

新
鮮
で
美
味
し
い
野
菜
が
安
く

手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
て
例
年

好
評
で
す
。

　

直
売
さ
れ
て
い
る
野
菜
は
、
富

岡
、
千
岱
野
地
区
の
農
家
さ
ん
が

生
産
し
た
野
菜
や
旬
の
山
菜
な

ど
、
時
期
に
よ
っ
て
種
類
が
変
わ

り
ま
す
。

　

開
催
時
期
は
毎
週
土
曜
日
の
午

前
十
時
か
ら
で
す
が
、
品
物
が
な

く
な
り
次
第
終
了
と
な
り
ま
す
。

培
が
始
ま
っ
て
一
、
二
年
目
は
天

気
も
良
く
と
て
も
好
調
で
し
た

が
、
三
年
目
は
雨
が
多
く
生
産
も

伸
び
悩
み
ま
し
た
。

　

雨
が
続
く
と
一
週
間
ほ
ど
畑
に

入
る
こ
と
が
出
来
ず
、
作
業
が
止

ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
、
腐
敗
に
つ
よ
い
品

種
、
乙
部
町
の
気
候
に
あ
っ
た
品

種
を
見
つ
け
る
ま
で
に
も
数
々
の

苦
労
が
あ
り
ま
し
た
。

　

現
在
も
よ
り
良
い
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
を
生
産
す
る
た
め
に
、
新
し

い
品
種
を
導
入
し
試
験
栽
培
を
行

う
な
ど
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
も
豊
作
と
な
る
よ
う
に

天
気
に
恵
ま
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

例
の
行
事
で
す
。

　

現
在
の
農
業
は
、
機
械
化
が
進

み
、
農
耕
馬
の
姿
は
見
ら
れ
な
く

な
り
、
地
域
か
ら
乳
牛
も
い
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
多
く

の
家
畜
の
犠
牲
が
あ
る
か
ら
こ
そ

現
在
の
農
業
が
あ
る
と
、
地
元
で

は
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

大
切
に
さ
れ
て
い
る
催
し
で
す
。

　

式
典
で
は
、
林
義
秀
祭
典
委
員

長
が
「
農
業
の
発
展
の
影
に
は
家

畜
が
い
て
、
家
畜
な
け
れ
ば
農
業

無
し
と
言
わ
れ
た
。
経
営
の
犠
牲

に
な
っ
た
家
畜
に
対
し
心
か
ら
感

謝
の
気
持
ち
を
捧
げ
ま
す
」
な
ど

と
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
千
岱
野
ふ
る
さ

と
館
で
疲
れ
を
癒
し
こ
れ
か
ら
本

格
化
す
る
農
作
業
の
た
め
に
力
を

つ
け
よ
う
と
懇
親
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

農
業
に
つ
い
て
の
情
報
交
換

や
、日
々
の
話
題
に
会
話
が
弾
み
、

笑
顔
の
溢
れ
る
一
日
と
な
り
ま
し

た
。

～
家
畜
に
感
謝
を
～

新
鮮
野
菜
を
直
売
！

千
岱
野
獣
魂
祭

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
定
植
ス
タ
ー
ト
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四
月
下
旬
、「
鳩
が
住
み
着
い

て
困
っ
て
い
る
」
と
役
場
に
連
絡

が
あ
り
、引
き
取
り
に
伺
い
ま
し
た
。

　

鳩
を
よ
く
確
認
す
る
と
脚
に
電

話
番
号
ら
し
き
数
字
が
記
載
さ
れ

た
環
が
付
い
て
お
り
、
電
話
す
る

と
茨
城
県
水
戸
市
の
、
と
あ
る
会

社
に
繋
が
り
ま
し
た
。

　

経
緯
を
説
明
し
た
と
こ
ろ
、
そ

こ
の
会
社
の
会
長
が
飼
っ
て
い
る

鳩
レ
ー
ス
・
伝
書
鳩
用
の
鳩
と
の

こ
と
。

　

茨
城
県
水
戸
市
か

ら
乙
部
町
ま
で
は
直

線
距
離
で
約
６
２
０

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
あ

り
、
ど
こ
を
経
由
し

た
か
は
わ
か
り
ま
せ

ん
が
相
当
疲
れ
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

迷
い
鳩
専
用
の
輸

送
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
飼

い
主
の
元
へ
と
無
事
に

帰
っ
て
行
き
ま
し
た
。

　

五
月
七
日
、
乙
部
小
学
校
の
五

年
生
が
乙
部
地
区
ナ
マ
コ
振
興
協

議
会
と
ひ
や
ま
漁
協
の
協
力
を
得

て
、
ふ
る
さ
と
の
産
業
を
学
ぶ
漁

業
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

乙
部
地
区
ナ
マ
コ
振
興
協
議
会

の
工
藤
智
司
会
長
と
松
﨑
敏
文
理

事
か
ら
、
檜
山
産
の
ナ
マ
コ
は
日

本
一
高
価
で
、
主
に
中
国
へ
輸
出

さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
ナ
マ
コ
養

殖
に
つ
い
て
お
話
が
あ
り
、
児
童

　

四
月
二
十
四
日
に
栄
浜
小
学
校

と
明
和
小
学
校
、
三
十
日
に
乙
部

小
学
校
に
て
交
通
安
全
教
室
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

栄
浜
小
学
校
で
は
、
ク
ロ
ネ
コ

ヤ
マ
ト
で
お
馴
染
み
の
ヤ
マ
ト
運

輸
さ
ん
の
協
力
の
も
と
、
ト
ラ
ッ

ク
の
周
り
に
は
危
険
が
た
く
さ
ん

あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
た
め
、
実

際
に
ト
ラ
ッ
ク
を
用
い
た
講
習
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

自
転
車
が
轢ひ

か
れ
る
実
験
で
、

児
童
の
皆
さ
ん
は
「
わ
～
つ
ぶ
れ

て
る
～
！
」
と
声
を
大
き
く
し
て

い
ま
し
た
。

　

ト
ラ
ッ
ク
に
は
死
角
が
多
い
こ

と
を
運
転
席
に
座
っ
て
体
験
し
た

た
ち
は
真
剣
な
眼
差
し
で
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
ナ
マ
コ
の
選
別
作

業
を
見
学
し
た
り
、
水
槽
に
入
っ

た
大
き
な
ナ
マ
コ
と
、
稚
ナ
マ
コ

を
手
に
取
っ
て
観
察
し
、
不
思
議

な
姿
に
児
童
ら
は
興
味
津
々
。

　

檜
山
産
と
青
森
産
、
佐
渡
産
の

乾
燥
し
た
ナ
マ
コ
を
見
比
べ
、
取

引
さ
れ
る
値
段
の
違
い
や
、
檜
山

産
は
茶
色
で
他
の
産
地
の
も
の
よ

り
角ツ
ノ

が
多
く
て
長
い
と
い
う
こ
と

を
学
習
し
ま
し
た
。

　

ナ
マ
コ
の
刺
身
も
用
意
し
て
あ

り
、初
め
て
食
べ
る
子
や
、ち
ょ
っ

と
苦
手
な
子
も
い
ま
し
た
が
、
ほ

と
ん
ど
の
児
童
が
「
コ
リ
コ
リ
し

て
美
味
し
い
～
！
」
と
、
あ
っ
と

い
う
間
に
食
べ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
大
切
に
育
て
ら
れ
た

稚
ナ
マ
コ
が
大
き
く
成
長
す
る
こ

と
を
願
っ
て
海
に
還
し
、「
今
日

は
、
地
元
の
ナ
マ
コ
を
触
っ
て
学

ぶ
こ
と
が
出
来
て
大
変
勉
強
に
な

り
ま
し
た
」
と
、
お
礼
の
言
葉
を

述
べ
体
験
学
習
を
終
え
ま
し
た
。

児
童
と
先
生
方
は
、
そ
の
怖
さ
を

確
認
。

　

各
小
学
校
と
も
実
際
に
道
路
へ

出
て
自
転
車
に
乗
り
ま
し
た
。
自

転
車
に
乗
る
前
に
周
囲
の
安
全
確

認
を
怠
ら
な
い
事
、
交
通
ル
ー
ル

を
守
り
、
交
差
点
に
は
危
険
が
潜

ん
で
い
る
こ
と
を
考
え
、
学
び
な

が
ら
自
転
車
に
乗
っ
た
生
徒
た
ち

は
、
普
段
よ
り
も
少
し
緊
張
し
た

様
子
で
ペ
ダ
ル
を
漕
い
で
い
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
交
通
量
が
多
く
な
る

季
節
、
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
に

は
、
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
で
自
分

の
身
を
守
る
大
切
さ
を
学
ん
だ
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

見
て
、
触
っ
て
、
食
べ
て
！

地
元
の
ナ
マ
コ
を
学
ぶ

正
し
く
自
転
車
乗
れ
る
か
な
？

乙部まで来ちゃいました…
～迷い鳩～
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◆むし歯を防ぐ唾液パワー「再石灰化」	
　飲食すると細菌が酸を出し、口の中が酸性となり、歯からカルシウムやリンが少しずつ溶け出します。（脱
灰）その後、唾液が口の中を中和し、唾液に含まれるカルシウムやリンが歯の表面にくっつきます。（再石灰化）
この唾液の再石灰化の働きのおかげで、すぐにはむし歯になりません。ただし、飲食する回数が多いほど、脱
灰が頻繁におき、再石灰化が間に合わないとむし歯になりやすくなります。

◆歯周病	
　細菌が原因で炎症が起こり、歯を支える組織が痛んで
いく病気です。炎症が起きても痛みを伴わないため、歯
周病にかかっていることに気づきにくく、結果的に歯を
何本も抜くことになる場合もあります。
　また歯周病は、全身の健康にも影響を及ぼすことがあ
るため、注意が必要です。
　歯肉が腫れた状態である歯肉炎を放置すると、歯槽骨
を支える骨にまで損傷が及ぶ歯周炎になります。歯と歯
肉の間にできる溝を歯周ポケットといい、歯肉が腫れる
と歯肉が歯から離れていくため歯周ポケットが深くなり
ます。目視では確認できないため、歯科医院で歯周ポケッ
トの深さを測ることで、歯周病の進行具合を見ます。一
度下がった歯肉を戻すのは難しいとされています。

◆歯ブラシで効果的なケアをしよう	
①歯ブラシの選び方
【ヘッドの大きさ】
　歯ブラシのヘッド（毛の部分）の横幅は、毛束が３～４列で、縦幅は上の
前歯２本分（もしくは親指幅分）くらいの大きさのものを選びましょう。ヘッ
ドが大きすぎると細かな部分や奥歯などに歯ブラシの毛先を当てることが難
しいため、磨き残しが多くなります。

【歯ブラシの持ち手】
　持ち手はまっすぐな物のほうが握りやすく操作しやすいとされています。

【毛の硬さの選び方】
　歯茎に何も問題がない場合は、「ふつう」を選びます。歯茎に痛みや炎症が
ある場合や、磨く力が強くなってしまう場合は、「やわらかめ」を選びましょう。

②歯ブラシは、ペンと同じように持ちましょう
③ブラッシングの順番
　上の歯（表面→裏側・かみ合わせるる面）
　下の歯（歯の表面→かみ合わせる面・裏側）
④フッ素入りの歯磨き粉を使おう

歯を失う二大疾患「むし歯」「歯周病」に気をつけよう
　歯を失う原因で最も多いものは、「むし歯」と「歯周病」です。予防・改善の基本は、口内を
清潔にすることです。

★１ヶ月に１回歯ブラシを交換しよう
　毛先が開き始めた歯ブラシは、磨き残しが多くなるだけ
でなく、歯茎を傷つける可能性があります。
　また、ナイロン毛の歯ブラシは徐々に水分を吸い始め、
細菌が繁殖し、不潔になりやすくなります。歯ブラシの毛
先が１～２週間程で開いてしまう方は、磨く力が強すぎます。

あなたは大丈夫？歯周病危険度チェック
※�該当する項目が多いほど、歯周病である危険性が高まりま
す。一つでも当てはまるようなら、一度歯科医院でチェッ
クしてもらいましょう。

□�歯磨きなどで歯肉から出血する
□�口臭がするようになった
□�朝起きると口の中がネバネバする
□�歯肉が赤く腫れている
□�歯肉を押すと血や膿が出る
□�歯と歯の間に食べ物がよくはさまる
□�歯が長くなったように見える
□�冷たい物や熱い物がしみる
□�糖尿病にかかっている
□�喫煙している
http://dcu.jp/dental_musiba.html

歯と口の健康週間
（６月４日～１０日）

2015年度標語
“おくりたい　未来の自分に　きれいな歯”

『歯と口の健康週間』は、歯科疾患予防に
関する適切な習慣の定着と、併せて疾患
の早期発見・早期治療を徹底することに
より歯の寿命を延ばし、健康の保持増進
に寄与することを目的としています。

http://www.hamigaki-net.jp/
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6月のカレンダー
日 月 火 水 木 金 土

 5
   31 1 可燃ごみ

②地区 2 可燃ごみ
①地区 3 不燃ごみ

②地区 4 可燃ごみ
②地区 5 可燃ごみ

①地区 6
よい子の歯科検診
(緑寿 午前9時～）
少年の主張大会
(公民 午後1時30分～）

お達者ぴんしゃん教室
(ケア 午前10時～ )

7 8 可燃ごみ
②地区 9 可燃ごみ

①地区 10 不燃ごみ
①地区 11 可燃ごみ

②地区 12 可燃ごみ
①地区 13

休日当番医
道立江差病院

おとべ塾★通学合宿（～9日）
(町館 午前9時～）

おたっしゃ体操教室
(三研 午後1時30分～)
骨髄バンク登録日、肝炎ウイ
ルス検査日、HTLV-1検査日
(江保)

ヒブワクチン予防接種
(国保 午後1時30分～ )
不活化ポリオ予防接種
(国保 午後1時30分～ )

赤ちゃん相談・健診
(ケア 午後1時～ )
ブックスタート
(ケア 午後1時～ )

すくすく広場
(つ保 午前9時30分～ )
レバンガ北海道バス
ケットボール教室
(町体 午前9時30分～ )

14 15 可燃ごみ
②地区 16 可燃ごみ

①地区 17 不燃ごみ
②地区 18 可燃ごみ

②地区 19 可燃ごみ
①地区 20

休日当番医
半澤医院

小学校陸上競技大会
(町グ 午前9時～ )
女性の健康相談
(江保 午後1時～ )
こころの健康相談
(江保 午後3時～ )
四種混合予防接種
(ケア 午後1時30分～ )

ぴよぴよ広場
(ケア 午前10時～ )

お達者ぴんしゃん教室
(ケア 午前10時～ )
ウォーキング講座
(ゆ里 午後6時～ )

健診結果説明会
(町館 午前9時～ )

21 22 可燃ごみ
②地区 23 可燃ごみ

①地区 24 不燃ごみ
①地区 25 可燃ごみ

②地区 26 可燃ごみ
①地区 27

休日当番医
佐々木病院

健診結果説明会
(豊セ 午前9時～ )

骨髄バンク登録日、肝炎ウイ
ルス検査日、HTLV-1検査日
(江保)

肺炎球菌ワクチン予防接種（小児）
(国保 午後1時～ )
水痘ワクチン予防接種
(国保 午後1時～ )
サロン「とよはな」
(豊セ 午後1時～ )
ひよこサークル
(交流 午前10時～ )

おしゃべりサロン
(午後１時～ )

健康相談
(ゆ里 午後１時30分～ )

健康相談
三愛午前9時～

健康相談
(三研 午前9時40分～ )

南部檜山清掃センター
は機械点検整備のため
休業となります。

コンサドーレ札幌
食育＆サッカー教室
(町館・町グ 午前9時30分～)

28 29 可燃ごみ
②地区 30 可燃ごみ

①地区
 7
      1

 7
      2

 7
      3

 7
      4

休日当番医
道立江差病院

保育園運動会
(つ保 午前8時45分～ )

3校合同修学旅行
(全小)

3校合同修学旅行
(全小)

会
場
・
場
所
省
略

(つ保) つくし保育園 (豊セ) とよはま地区センター (緑寿） 緑町寿の家

(国保) 国保病院 (ゆ里) ゆりの里活性化センター （交流） 生きがい交流センター

(ケア) ケアセンターおとべ (江保) 江差保健所 （町グ） 町民グラウンド

(町館) 町民会館 (三愛) 三ツ谷愛郷会館 （町体） 町民体育館

（公民） 公民館 (三研) 三ツ谷研修会館

ごみ収集の略称　①地区・・・滝瀬、元町１、元町２、緑町１、緑町２
　　　　　　　　②地区・・・豊浜、花磯、潮見、三ツ谷、元和、栄浜、鳥山、館浦、温泉団地、富岡、千岱野、姫川、旭岱

※１　骨髄バンク登録日、肝炎ウィルス検査日、ＨＴＬＶ－１検査日は事前予約が必要です。　江差保健所（℡52-1053）
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教
育
委
員
会
だ
よ
り

第303号

明
る
く
元
気
で
豊
か
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り

　

五
月
十
七
日
、
町
制
施
行
五
〇

周
年
記
念
事
業
の
第
一
弾
と
な
る

「
公
民
館
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
三
百

名
を
越
え
る
方
々
が
公
民
館
ま
つ

り
で
一
日
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

各
コ
ー
ナ
ー
の
様
子
を
紹
介
い

た
し
ま
す
。

放
送
体
験
コ
ー
ナ
ー

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ
ビ
中
継
車
の
公

開
と
操
作
体
験
、
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ

操
作
体
験
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
函
館
放

送
局
の
職
員
の
方
か
ら
操
作
方
法

を
教
わ
り
、
カ
メ
ラ
操
作
や
中
継

車
の
操
作
な
ど
テ
レ
ビ
放
送
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
ラ
ジ

オ
工
作
講
座
で
は
、
ラ
ジ
オ
を
手

作
り
し
、
実
際
に
ラ
ジ
オ
放
送
を

受
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

子
ど
も
の
コ
ー
ナ
ー

　

館
浦
婦
人
会
読
み
聞
か
せ
の
会

の
協
力
に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
会
で
は
、
絵
本
の
ほ
か
紙
芝
居

も
読
み
聞
か
せ
、
そ
の
後
の
工
作

体
験
講
座
で
は
、
乗
物
や
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
を

作
り
、
親
子
で
一
緒
に
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
ミ
ニ
縁
日
で
は
ヨ
ー
ヨ
ー
釣

り
、
ボ
ー
ル
す
く
い
、
輪
投
げ
、

わ
た
あ
め
の
無
料
提
供
が
あ
り
、

開
始
時
間
と
共
に
各
コ
ー
ナ
ー
で

は
順
番
を
待
つ
列
が
で
き
ま
し
た
。

公
民
館
講
座

　

郷
土
講
座
「
円
空
仏
」
で
は
町

内
の
円
空
仏
六
体
の
展
示
と
講
義

を
行
い
ま
し
た
。
約
三
五
〇
年
前

に
乙
部
を
訪
れ
て
仏
像
を
彫
り
遺

し
て
い
っ
た
修
行
僧
「
円
空
」
に

防
災
体
験
コ
ー
ナ
ー

　

公
民
館
ま
つ
り
の
前
日
、
館
浦

温
泉
自
治
会
に
よ
る
災
害
炊
き
出

し
訓
練
が
あ
り
、
訓
練
で
作
っ
た

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
無
料
提
供
し
ま

し
た
。
災
害
時
に
、
迅
速
に
大
量

の
食
事
を
用
意
す
る
こ
と
を
想
定

し
た
訓
練
で
は
、
普
段
か
ら
の
災

害
に
対
す
る
心
構
え
も
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
当
日
、
用
意
し

た
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
は
大
好
評
で
、

瞬
く
間
に
完
食
さ
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
、
充
実
し
た
一
日
を
過

ご
し
た
よ
う
で
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
公
民
館
を
ご
利
用
下
さ
い
。

「
来
て
、
見
て
、
学
ぶ
」

公
民
館
ま
つ
り
で
一
日
を
満
喫

つ
い
て
、
「
円
空
仏
と
は
」
・

「
円
空
の
生
涯
」
・
「
乙
部
の
円

空
仏
」
に
分
け
て
町
学
芸
員
が
解

説
。
町
内
の
円
空
仏
が
一
堂
に
展

示
さ
れ
る
の
は
と
て
も
珍
し
い
こ

と
で
、
来
場
者
は
興
味
深
そ
う
に

拝
観
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
昔

遊
び
体
験
講
座
で
は
、
町
内
高
齢

者
の
協
力
に
よ
り
、
竹
と
ん
ぼ
や

竹
鉄
砲
作
り
、
お
手
玉
、
メ
ン
コ

遊
び
な
ど
で
楽
し
み
、
世
代
交
流

も
深
め
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

谷
村
志
穂
さ
ん
の
講
演
＆
朗
読
会

　

小
説　
「
海
猫
」、「
結
婚
し
な

い
か
も
し
れ
な
い
症
候
群
」
で
有

名
な
作
家 

谷
村
志
穂
さ
ん
の
講

演
＆
朗
読
会
を
図
書
室
で
開
催
。

図
書
室
と
い
う
落
ち
着
い
た
独
特

の
雰
囲
気
の
中
で
行
わ
れ
、
作
家

に
な
っ
た
経
緯
や
恩
師
と
の
出
会

い
、
自
ら
の
作
品
に
対
す
る
思
い

な
ど
を
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
朗
読
会
で
は
特
別
出
演
と

し
て
町
民
の
方
々
に
も
朗
読
を
披

露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

後
、
そ
の
作
品
に
対
す
る
感
想
や

ど
う
い
っ
た
心
情
で
作
品
を
書
い

た
か
な
ど
を
質
問
形
式
で
対
話
し
、

町
民
の
方
々
と
の
交
流
の
場
も
設

け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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【�一�般�向�け�】
●復活する男（冒険の森へ） （集英社）
●過去の囁き（冒険の森へ） （集英社）
●パラダイスロスト/ラスト･ワルツ （柳　広司）
●火花 （又吉　直樹）
●レオナルドの扉 （真保　裕一）
●風に立つライオン （さだ　まさし）
●誓約 （薬丸　岳）
●鹿の王　上下 （上橋　菜穂子）
●本当に「イスラム国」は日本にテロを起こすのか？ （宝島社）

【幼児・児童向け】
●おひとりさまの終の住みか （中澤　まゆみ）
●ＣＡドラゴン　１～３ （安東　能明）
●救急救命フライトドクター （岩貞　るみこ）
●日本の「なぜ？」に答えるお話３６６ （ＰＨＰ研究所）
●りゆうがあります （ヨシタケ　シンスケ）
●いちねんせいになったから！ （くすのき　しげのり）

図書室の新刊おすすめ紹介

　

教
育
委
員
会
で
は
、
今
年
度
か

ら
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
と
は
、
町
内
に
生
ま
れ
た
一
歳

ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
に
絵

本
を
開
く
楽
し
い
読
み
聞
か
せ
体

験
と
と
も
に
絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

す
る
取
り
組
み
で
、
全
て
の
赤

ち
ゃ
ん
と
出
会
え
る
場
所
と
し
て

乳
幼
児
健
診
の
会
場
を
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
の
場
と
し
て
活
用
し
て
い

　

近
年
、
小
学
校
か
ら
中
学
校
へ

の
進
学
に
お
い
て
、
環
境
が
大
き

く
変
わ
り
学
習
や
生
活
に
上
手
く

適
応
で
き
な
い
「
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
」

と
い
う
事
態
が
全
国
的
に
課
題
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
町
内
小
中
学
校

で
構
成
さ
れ
る
乙
部
町
教
育
研
究

会（
会
長 

木
村
英
明
乙
小
校
長
）

で
は
、
小
中
学
校
間
の
連
携
を
強

化
し
、
教
育
活
動
の
充
実
と
中
学

校
へ
の
円
滑
な
進
学
を
目
指
し
、

読
み
聞
か
せ
と
絵
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

～
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
～

小
中
学
校
の
連
携
強
化
を
図
る

～
第
一
回
乙
部
町
小
中
交
流
会
～

ま
す
。
第
一
回
目
は
四
月
二
十
二

日
、
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
お
と
べ
で
行

わ
れ
、
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
は
楽

し
そ
う
に
絵
本
を
選
び
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
か
ら
気
に
入
っ
た
絵
本
を

読
み
聞
か
せ
て
も
ら
い
「
家
で
も

読
ん
で
あ
げ
て
ね
」
と
声
を
か
け

な
が
ら
絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

し
た
。
会
場
は
絵
本
に
囲
ま
れ
た

和
や
か
な
雰
囲
気
で
、
読
み
聞
か

せ
を
通
じ
心
ふ
れ
あ
う
ひ
と
時
を

五
月
十
二
日
、
第
一
回
小
中
交
流

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

小
学
校
教
員
が
中
学
校
の
公
開
授

業
を
参
観
し
た
後
、
分
科
会
に
分

か
れ
て
児
童
生
徒
の
学
習
と
生
活

実
態
を
交
流
し
ま
し
た
。
第
二
回

目
は
中
学
校
教
員
が
各
小
学
校
の

授
業
を
参
観
す
る
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

小
中
学
校
で
は
、
こ
れ
か
ら
も

各
種
研
修
を
通
し
て
連
携
の
強
化

過
ご
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
こ

れ
か
ら
健
診
が
あ
る
方
は
お
楽
し

み
に
。

を
図
り
、
指
導
方
法
の
工
夫
と
改

善
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　第１弾「公民館まつり」が盛況に開催されましたが、
教育委員会では、１年を通して記念事業の開催を予定し
ておりますので、皆さまのご来場をお待ちしております。
詳しくは防災無線や折込チラシでお知らせします。
■レバンガ北海道バスケットボール教室（６/ １３）
■コンサドーレ札幌 食育＆サッカー教室（６/ ２７）
■成田郁久美のバレーボール教室（７/ ２０）
■日本ハムファイターズ野球教室（８～９月）
■昭和ノスタルジアコンサート（１１/ ３）
■町民文化祭　映画鑑賞会（１１月）
■合田道人　講演＆クリスマスコンサート（１２/ １３）

町制施行５０周年記念
文化・スポーツ事業のお知らせ

　　と　き　６月３日（水）１３時３０分～
　　ところ　公民館　２階講堂
　乙部中学校の生徒が日頃考えていることなどを主張し
ます。皆さまのお越しをお待ちしています。

乙部町少年の主張大会が開催されます
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６月は道町民税第１期の納期限です。

　

六
月
の
運
転
免
許
更
新
時
講
習

の
日
程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
６
月
５
日
（
金
）

江
差
町
文
化
会
館 

小
ホ
ー
ル

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

一
般
運
転
者
講
習 

午
後
１
時
45
分

初
回
運
転
者
講
習 

午
後
３
時

▽
６
月
16
日
（
火
）

江
差
町
文
化
会
館 

小
ホ
ー
ル

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

違
反
運
転
者
講
習 

午
後
１
時
45
分

運
転
免
許
証
の
更
新

お
済
み
で
す
か お 知 ら せ

乙部町国民健康保険病院　６月外来診療日程表 午前8:30～ 11:00
午後1:00～ 3:00診療受付時間

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

午
前

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

道
立
江
差
病
院

村
瀬

村
瀬

奈
良

村
瀬

村
瀬

半
澤
医
院

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

佐
々
木
病
院

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

奈
良

道
立
江
差
病
院

村
瀬

村
瀬

野
村

野
村

野
村

野
村

野
村

野
村

野
村

野
村

野
村

奈
良

野
村

野
村

野
村

野
村

野
村

野
村

野
村

奈
良

野
村

野
村

野
村

野
村

午
後

野
村

村
瀬

野
村

村
瀬

村
瀬

野
村

奈
良

奈
良

奈
良

村
瀬

野
村

村
瀬

野
村

村
瀬

野
村

野
村

村
瀬

奈
良

奈
良

野
村

野
村

村
瀬

※　診療体制は変更になる場合があります。予め御了承ください。
※　 診療時間外・夜間等の受診は、救急医療体制を支えている医師の負担が増加します。地域の救急医療体制を維持するためにも、できる限り通常の診療

時間内に受診いただく等、適正受診にご協力お願いいたします。

クールビズを実施します

「借金・金融一般相談会」の
開催について

　乙部町役場では、地球温暖化防止および省エ

ネルギーの推進を図るため、毎年夏季にクール

ビズの取り組みを行っています。

　今年も、6月1日から9月30日までクールビズ

を実施します。

　職員は、ノーネクタイ・ノージャケット等で

業務を行っていますので、皆様のご理解とご協

力をお願いします。

　北海道財務局の専門の相談員が「借金の悩み」
を親身になってお聴きし、あなたに合った解決
方法を提案します。「預金・融資、保険など金融
全般」のご相談も受け付けます。無料・予約不
要です。
　◆受付日時
　　6月18日（木）午前9時～ 12時
　◆会　　場
　　檜山振興局　１０１会議室
　　（住所：檜山郡江差町字陣屋町３３６－３）
　◆お問合せ
　　☎011-807-5144又は☎011-807-5145
　◆主　　催
　　北海道財務局
　◆共　　催
　　檜山振興局

税	務	職	員	募	集
　札幌国税局では、税務職員を募集しています。
　税務職員は、人事院が実施する国家公務員採用試験である税務職員採用
試験の最終合格者の中から採用されます。
　平成27年度の採用試験の概要は、次のとおりです。
１　試 験 の 程 度　高校卒業程度
２　受 験 資 格　高卒見込みの者及び高卒後３年を経過していない者
３　申込受付期間
　　①インターネット（原則、インターネットでの申込みとなります。）
　　　６月22日（月）～７月１日（水）
　　　申込専用アドレス　http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html
　　②郵送又は持参　６月22日（月）～６月24日（水）（通信日付印有効）
　（注） 申込先は、第１次試験地を管轄する人事院地方事務局であり、第

１次試験地を道内とする場合は、人事院北海道事務局（〒060－
0042　札幌市中央区大通西12丁目　℡（011）241－1248）です。

４　第１次試験【基礎能力試験、適性試験及び作文試験】　９月６日（日）
５　第１次試験合格者発表日　　10月８日（木）
６　第２次試験【人物試験及び身体検査】

　　10月14日（水）～ 10月23日（金）までのうち指定する１日
７　最終合格者発表日　11月17日（火）
　不明な点は、札幌国税局人事第２課採用担当（☎011－231－5011 内線
2315）又は最寄りの税務署（総務課）にお尋ねください。

建災防江差分会では、有資格者の充足を図るため、次のとおり講習会を開
催いたします。
◎ローラー（締固め用機械）運転業務特別教育
　日　　時／７月６日（月）～７日（火）午前９時
　受 講 料／２０，７８０円
　申込期限／６月１２日（金）
　お問合わせ・お申込　同分会（檜山建設協会内　☎0139-52-1813）
　　※会場は檜山建設会館（江差町字円山299-15）

＜建災防江差分会＞講習会受講者の募集
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６月の診療予定です

山火事を発生させない心がけ

4月から小児・消化器・循環器・整形・精神科の
医師が交代しましたので、順次紹介文を掲載
いたします。

外来診療体制

整 形 外 科
午前 月から金曜日

（整形外来は、完全予約制となっています。受診される
方は予約が必要となりますので、事前にご連絡下さい。 
52-0036 内線112 電話での予約は13時から）

循 環 器 内 科 午前 月から金曜日
午後 月と金曜日

消 化 器 内 科 午前 月から金曜日
午後 火と水曜日（水曜日は10日と24日）

呼 吸 器 内 科 午前 金曜日
午後 木曜日

外 科 午前 月から金曜日
小 児 科 午前 月から金曜日

泌 尿 器 科 午前 月から金曜日
午後 水曜日

精 神 科 午前 月から金曜日
午後 月曜日

産 婦 人 科 午前 月から金曜日

耳 鼻 咽 喉 科 午前 2日・3日・11日・16日・17日・25日・30日
午後 10日・25日

眼 科 午前 11日・25日（予約以外の方は10時までに受付）
午後 3日・17日・24日

皮 膚 科 午前 火曜日
神 経 内 科  12日・26日

　診療科によって、曜日によって担当医が変わります御確認下さい。
　診療日は予定であり変更になる場合もあります。
　事前に病院にご確認の上、受診してください。

受 付 時 間 午前･･･ 8時00分～ 11時30分 
　　　 （初診の方は、9時00分～） 
午後･･･13時00分～ 14時30分

　皆さん、はじめまして。小児科の飯田純哉と申します。
　札幌医大小児科、北海道立子ども総合医療・療育センター、
製鉄記念室蘭病院を経て、4月から江差に赴任しました。はっ
きり言って江差の強風には辟易していますが、すぐに海が見
える景色はとても気に入っています。
　午前中は月～金曜まで外来を担当し、もちろん入院にも対
応しています。重症の患者さんは函館の3病院との連携が必
要ですが、できる限りは地元で対応したいと考えています。
　午後は予防接種や乳児健診また江差・上ノ国・厚沢部の健診
にも伺っています。
　檜山の数少ない小児科医として、
皆さんの力になることができるよ
う努力します。

☆看護職員募集のお知らせ：臨時および看護師職員を常時募
集しております。５２－００３６（内線２０２）中野（離職
した方でも、正職員として再就職可能です。）

新任医師紹介（小児科）

ねんきんの窓

　函館年金事務所では、「事務相談所」を開設しております。
　平成２７年６月から平成２８年３月までの日程は下記のとおりとなってお
ります。
　なお、事前予約制となっており、定員になり次第締め切らせていただきま
すので、ご了承下さい。
　ご予約・ご来場時には基礎年金番号のわかるもの（年金手帳・年金証書等）
をご用意ください。

函館年金事務所の「事務相談所」のご案内

　初心者の方でも大歓迎です！交流
を図りながら楽しく料理をしてみま
せんか？たくさんのご参加お待ちし
ております。

日　時）　６月１０日（水）
　　　　　　午前１０時３０分～
　　　　　　午後１時００分

場　所）　高齢者ふれあいセンター
　　　　（ケアセンターおとべ隣）

内　容）　 簡単で栄養バランスのよ
い料理づくり

講　師）　市村和江管理栄養士

持ち物）　エプロン、三角巾

男の料理教室！
今年もやります、

予 約 先 　江差町役場　町民福祉課　国保医療係　電話 0139－52－6718
場 　 所 　江差町役場（１階に案内看板があります）

日 　 時

　６月２５日（木）

１０：４０　～　１５：４０

　７月２３日（木）
　８月２７日（木）
　９月２４日（木）
１０月２９日（木）
１１月２６日（木）
１２月２５日（金）

９：２０　～　１５：００　１月２６日（火）
　２月２５日（木）
　３月２４日（木）
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編
　
集
　
後
　
記

間伐で未来につなぐ北の森
この用紙は、原材料の一部に道産間伐材を
使用しております。道産 間伐材使用

　
ご
け
っ
こ
ん

　
　
お
め
で
と
う
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ち
ょ
っ
と
前
に
年
が
明
け
た
と

思
っ
た
ら
も
う
六
月
で
す
ね
。

　

２
０
１
５
年
も
半
年
が
経
と
う
と

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
夏
に
向
け
て
、
イ
ベ
ン

ト
等
が
増
え
る
の
が
楽
し
み
で
す

ね
！

　

天
気
の
良
い
日
に
海
を
見
る
と
、

早
く
泳
ぎ
た
く
て
ウ
ズ
ウ
ズ
し
て
し

ま
い
ま
す
。

　

今
年
も
毒
蛾
の
幼
虫
が
す
で
に
町

内
で
も
確
認
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す

の
で
警
戒
を
忘
れ
ず
に
！

10月1日から平成27年度国勢調査が始まります。

　

例
年
よ
り
サ
ク
ラ
の
咲
く
時
期

が
早
い
な
ぁ
と
思
っ
て
い
た
ら
Ｇ

Ｗ
も
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
り
、

六
月
末
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

な
っ
て
一
年
が
経
と
う
と
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
一
年
で
乙
部
町
の
こ
と
を

色
々
学
び
、
乙
部
町
で
の
生
活
に

も
慣
れ
、
活
動
の
幅
も
増
え
て
き

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

先
月
は
僕
が
所
属
す
る
魚
つ
き

の
森
づ
く
り
協
議
会
が
毎
年
行
っ

て
い
る
植
樹
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　

魚
つ
き
の
森
の
植
樹
会
は
毎
年

開
催
し
て
お
り
、
前
回
ま
で
に
植

え
た
苗
で
腐
っ
て
し
ま
っ
た
り
、

枯
れ
て
し
ま
っ
た
り
上
手
く
育
た

な
か
っ
た
苗
が
あ
る
の
で
、
今
回

は
補
植
作
業
を
し
ま
し
た
。

　

植
樹
会
へ
の
参
加
は
今
回
が
初

め
て
で
、
当
日
は
天
気
も
良
く
自

然
を
感
じ
な
が
ら
作
業
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
そ
れ
と
同
時
に
平
地

で
の
植
樹
だ
け
で
は
な
く
、
急
な

斜
面
で
足
元
の
悪
い
中
で
も
行

い
、
作
業
の
大
変
さ
を
感
じ
ま
し

た
。

　

ト
チ
、
キ
ハ
ダ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、

ヒ
バ
の
四
種
類
の
苗
を
補
植
し
、

こ
れ
ま
で
木
の
名
前
は
聞
い
た
こ

と
が
あ
っ
た
だ
け
で
し
た
が
、
実

際
に
手
に
と
っ
て
植
え
て
み
る
こ

と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
木
の
特
徴
や

違
い
な
ど
を
見
分
け
る
こ
と
も
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

植
樹
を
す
る
こ
と
で
ト
チ
、
キ

ハ
ダ
は
、
は
ち
み
つ
の
蜜
源
と
な

り
、
水
源
の
涵
養
に
な
り
未
来
の

資
源
を
残
す
た
め
に
大
切
な
活
動

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

百
四
十
本
を
超
え
る
苗
を
植
え

ま
し
た
が
、
参
加
者
の
方
々
は
長

年
植
樹
に
携
わ
っ
て
い
る
の
で
、

あ
っ
と
い
う
間
に
植
え
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　

ま
た
魚
つ
き
の
森
づ
く
り
協
議

会
で
取
り
扱
っ
て
い
る
「
お
と
べ

の
は
ち
み
つ
」
も
今
年
で
７
年
目

に
な
り
、
今
ま
で
の
会
員
や
事
務

局
の
方
々
の
努
力
に
よ
り
毎
年
少

し
ず
つ
販
売
量
も
増
え
て
き
て
い

ま
す
。

　

そ
れ
と
同
時
に
販
路
も
拡
大

し
、
今
年
の
三
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
光
林
荘
に
も
「
お
と
べ
の
は
ち

み
つ
」
を
置
か
せ
て
頂
い
て
い
ま

す
。
光
林
荘
に
は
町
外
か
ら
の
お

客
さ
ん
も
多
く
訪
れ
る
の
で
、
乙

部
の
特
産
品
を
知
っ
て
も
ら
う
機

会
が
増
え
た
と
思
い
ま
す
。

　

来
年
に
迫
っ
た
北
海
道
新
幹
線

開
業
、
そ
れ
に
伴
い
渡
島
檜
山
各

町
の
特
産
品
を
取
り
扱
う
店
が
最

近
増
え
、
そ
の
流
れ
か
ら
「
お
と

べ
の
は
ち
み
つ
」
も
取
り
扱
う
お

店
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
現
在
は
ち
み

つ
の
在
庫
は
ほ
ぼ
な
く
な
り
、
新

し
い
は
ち
み
つ
が
出
来
る
の
を

待
っ
て
い
る
状
態
で
す
。「
お
と

べ
の
は
ち
み
つ
」
を
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
今
回
の

北
海
道
新
幹
線
開
業
な
ど
を
良
い

機
会
だ
と
思
い
、
こ
れ
か
ら
も

も
っ
と
「
お
と
べ
の
は
ち
み
つ
」

を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

産
業
振
興
担
当
　
井
尻
　
旭
美

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り
No. ９

▽
ふ
る
さ
と
寄
附
と
し
て

　

土
屋　

睦
子
さ
ん（
神
奈
川
県
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
万
円

　

Ｍ 

・ 

Ｕ 

さ
ん
（
東
京
都
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
万
円

　

外
に
氏
名
の
公
表
を
希
望
さ
れ
な
い

方
か
ら
一
件
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　
あ
た
た
か
い
ご
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

善
意
に
感
謝
し
ま
す

長
岡
賢
次
郎
さ
ん（
95
歳
）三
ツ
谷

伊
勢　
　

孝
さ
ん（
85
歳
）花　

磯

佐
藤　

長
藏
さ
ん（
83
歳
）元　

和

荒
木
よ
し
子
さ
ん（
72
歳
）姫　

川

葛
西
ち
な
み
ち
ゃ
ん
（
剛
享
・
悦
代
・
女
の
子
）
緑
町

甲
谷　

鉄て
っ

平ぺ
い

く
ん
（
勇
介
・
三
樹
・
男
の
子
）
緑
町

石
山
李り

美み

香か
ち
ゃ
ん
（
利
法
・
深
佳
・
女
の
子
）
潮
見

鈴
木　

心こ
こ

寧ね
ち
ゃ
ん
（
大
伸
・
亜
紗
美
・
女
の
子
）
緑
町

４
月
15
日　

～
５
月
14
日

　
こ
ん
に
ち
は

　
　
よ
ろ
し
く
ね

野　

上　

裕　

矢
さ

　

ん（
元

町
）

由　

利　

真
奈
美
さ

　

ん（
元

町
）

増　

川　

高　

志
さ

　

ん（
花

磯
）

石　

山　

恵
莉
子
さ

　

ん（
豊

浜
）

　
お
く
や
み

　
　
も
う
し
上
げ
ま
す

町 の 人 口
＝４月末現在＝

（ ）内は前月との比較増減

世 帯 数 1,926（＋ ６）

人 口 4,004（– ６）

男 1,850（– ４）

女 2,154（– ２）
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